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プロジェクト概要 
都市化や核家族化の進行により、子育ての負担が親に過度に集中する

一方で、少子化も深刻化しています。こうした状況の中、子育てを社会

全体で支える「子育ての社会化」は、重要な社会的課題の一つです。 

この課題に対し、「Child Care Commons (CCC)」プロジェクトでは、

子どもの育つ場における、子どもを中心とした社会的繋がりである社会

関係資本（ソーシャルキャピタル）に着目し、親子と血縁関係のない第

三者も信頼関係に基づいて子育てに関われる新たな仕組みの構築を目

指しています。 

2025 年度からは、前年度までの研究体制をさらに拡大し、CCC2.0 と

して社会学、心理学、脳科学、教育学、情報科学、医学、ロボティクス

などの知見を統合し、子育ての場における多様な関係性を育むための場

や技術を設計・実装していきます。 

これにより、すべての子どもが多様で豊かな社会関係資本を築きなが

ら自己効力感と主体性を育みながら成長できる持続可能な子育て環境

を実現し、少子化時代における子どもが育つ場や社会のウェルビーイン

グ向上に貢献することを目指します。 

終了時（２０２7）年のマイルストーン 
 親、子、第三者の最適な関わり方を提案するガイドラインを策定

します 

 CCC2.0 の効用を学際的に解明します 

 社会関係資本を支援する技術プラットフォームと教育プログラム

を提案します 

 自治体や企業における小規模社会実験により、子育ての社会化を

実現する新たな価値創造フレームワークを提案します 

研究開発体制（2025 年 4 月時点） 
4 つの研究開発項目により、子育てを社会化するしくみの構築をめ

ざします。項目 1 では、地域特性や個人特性を考慮した個々人にとっ

て最適なつながり方、親、子、第三者の組み合わせについて提案する

ガイドラインとモデルの提案を行ないます（課題 11・課題 12・課題

13・課題 14a・課題 14b）。項目 2 では、CCC2.0 の効用を明らかにしま

す(課題 21・22)、項目 3 では社会関係資本を支援する技術プラットフ

ォームおよび教育プログラムを提案します（課題 31・課題 32・課題

33）。項目 4 では小規模社会実験を通じて子育てを社会化するための価

値創造フレームワークを提案します（課題 41・課題 42）


